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■開催概要
　　令和6年2月22日（木）「第26回 湿原再生小委員会」が開催されました。

湿原再生小委員会とは

湿原再生の取り組み

　小委員会には、28名（個人16名、7団体、オブザーバー2団体、関係行政機関3機関）が出席しました。

 また、第11期後期の新規委員として個人3名の登録があり、小委員会全体では68名が所属しています。
　今回は、河川環境再生小委員会との合同開催を実施し、このうち湿原再生小委員会では「幌呂地区湿原再生
事業」、「達古武湖自然再生事業」について、事務局より報告があり、それぞれに対する意見交換が行われま
した。なお、合同検討として、「釧路湿原自然再生での生物と環境の関係」というテーマで、両小委員会の共
通テーマである「場の再生」と「生物の生息状況の変化」に関わるこれまでの取組について事務局より報告が
ありました。

幌呂地区（鶴居村）

・幌呂地区では、湿原植生の回復を図
　るため、計画的に地盤の切り下げ、
　未利用排水路の埋戻しを実施して、
　地表面が地下水位に近づけることで
　湿原植生を回復させています。
・現在は事業を進めながらモニタリン
　グ調査を実施しています。

達古武地区（釧路町）

・達古武湖では、「繁茂したヒシによ
　る水生植物への影響」や、「富栄養
　化の原因となる栄養塩類の流入量」
　を減らすことで生育環境を改善し、
　水草をはじめ多様な動植物がバラン
　ス良く生育している湖の再生を目指
　しています。
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広里地区（釧路市、釧路町）

・広里地区では、ハンノキ林の急拡大
　に関する要因解明と、未利用地とな
　った農地を1960年代以前の湿原の姿
　へ再生するための手法について検討
　しています。
・現在は検討を終了し、過去に急拡大 
　したハンノキ林の経過を観察するモ
　ニタリングを継続しています。

　湿原再生小委員会は、釧路湿原自然再生協議会の７つある小
委員会の一つです。湿原生態系と希少野生生物生息環境の保全
・再生に関わる以下のような施策について検討をしています。

・地盤切り下げなどによる湿原再生

・達古武湖の湖沼環境の再生

・急拡大したハンノキ林の取扱いの検討



◆　令和5年度の取り組み
1 幌呂地区湿原再生事業について

　　

　　

【国土交通省北海道開発局釧路開発建設部】

地盤切り下げ・未利用排水路埋め戻し箇所のモニタリング結果

R2.7.2

●事業実施箇所の地下水位は概ね地盤高付近で推移しており、 
　湿原植生も経年的に増加しています。
●植物調査では水中に生育するイトモ等も確認され、様々な
　湿原植生が回復しています。
  特にスゲの仲間は地盤切下げ年数の経過とともに増加して
　いる傾向が見られました。

●A区域では、引き続き「地盤切り下げ」と「未利用排水路埋め戻し」を行う予定です。
●B区域は令和5年度に排水路のせき止めを一部区間で実施しました。
　次年度以降、せき止め後のモニタリング結果により効果検証を行う予定です。

次年度以降の取組内容

このような意見交換が行われました。

民間レベルでB区域の湿原側周辺でハンノキの状況をモニタリングしていますが、B区域付近の旧幌呂川沿いでハンノ
キの立ち枯れが起き始めてます。事業の効果が湿原内部にも現れ始めていると考えられます。

ムジナスゲやツルスゲなど、釧路湿原本来の植生が回復しています。定量的に植生を把握できる調査方法を取り入れ
ると、群落の種組成から幌呂地区の湿原再生がうまくいっていることを示せると思います。

B区域の試験をするにあたり、元々の地盤高や地下水
の流れ方などの現状を捉えることが、今後のモニタリ
ング結果を評価する上で重要だと思います。

今回施工する範囲は地盤高などを考慮して効果が出やす
いと思われる場所を選定しています。地下水位計の設置
や植生調査を行い、次年度以降に効果を検証します。

委 員 事務局

A区域の湿原植生の回復状況
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～★★市民参加のイベントを実施しました★★～

地域の方々との連携（幌呂地区）

ハンノキの環状剥皮体験ヨシの苗移植の様子

●令和5年7月に地域の方々と幌呂地区の
　見学を行いました。当日は17名の方々
　が参加し、湿原再生の現場を見学した
　り、ヨシの苗の移植やハンノキの環状
　剥皮体験などを行いました。
●釧路湿原野生生物保護センターのバッ
　クヤードツアーも行いました。

より多くの方に湿原再生の取り組みを知っていただくために、幌呂地区では再生地の見学会やヨシ苗の
移植体験を開催しています。

釧路湿原野生生物保護センター
のバックヤードツアー

和名 施工1年目 施工2年目 施工3年目 施工4年目 施工5年目

ツルスゲ ● ● ● ● ●

オオヌマハリイ ● ● ● ● ●

ツルアブラガヤ ● ● ● ● ●

コツブアメリカヤガミスゲ ● ● ● ●

ジョウロウスゲ ● ● ● ●

オオカワズスゲ ● ● ● ●

ウシクグ ● ● ●

ハクサンスゲ ● ● ●

フトイ ● ● ●

オニナルコスゲ ● ●

カブスゲ ● ●

クシロヤガミスゲ ● ●

ムジナスゲ ● ●

ホタルイ ● ●

イヌホタルイ ● ●

アブラガヤ ● ●

ヤラメスゲ ●

オオカサスゲ ●

アカンカサスゲ ●

サギスゲ ●

ワタスゲ ●

クロアブラガヤ ●

合計 7種 7種 10種 13種 19種

●植生図調査では、事業実施前
　の0.6haに比べて約17ha湿原面
　積が増加していることを確認
　しました。
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種
数

(種
)

湿性環境でよくみられる植物 道端などでよくみられる植物

未施工未施工未施工

増加
増加増加

増加

安定

未施工未施工

重要種の確認状況 切下げ区画毎のスゲの仲間の種数

切下げ区画毎の種数の経年変化

植生調査による群落分布状況

湿生植生 その他植生（クサヨシ等） ホザキシモツケ

オオアワダチソウ 開放水面 裸地



◆ 令和5年度の取り組み
２ 【環境省釧路自然環境事務所】

環境省釧路自然環境事務所が取り組みました

このような意見交換が行われました。

ヒシ刈りが例年より遅れたとのことですが、ヒシは実
をつけていたのでしょうか。

水質は雨などの影響もあるため、昨年との比較だけで
なく5年・10年前の水質から比較しないと傾向がわか
らないと思います。

委 員 事務局

2000年以降からデータは計測しているので、過去と比
較してどういう傾向なのかデータを整理します。

9月に実施しましたが、結実して既に散布され始めて
いる状況でした。

ヒシの手刈りとワイヤー刈りではまだはっきりとした
効果の違いは出ていないと思いますが、ワイヤー刈り
による浮葉植物への影響が気になります。多様性を維
持するために、浮葉植物を保全するような手法を検討
してほしいです。

ワイヤー刈りを試験している箇所では、沈水植物を保
全するエリアとして、事前調査でヒシ以外の浮葉植物
がいないことを確認しています。一方、手刈りを実施
するエリアは浮葉植物を保全するエリアとして、手刈
りで丁寧にヒシのみを刈取っています。

●湖の水質は、全窒素（T-N）・全リン（T-P）が全域的に9月以降11月にかけて低下しており、昨年度と同様の

傾向となりました。

「水産2種」
ワカサギ、コイ･フナの
生息に適したレベル

0.6mg/L以下
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「水産2種」
ワカサギ、コイ･フナの
生息に適したレベル

0.05mg/L以下

達古武湖のモニタリング結果
●令和5年度は、達古武湖の水面を覆っているヒシの刈り取り（手刈り、ワイヤー刈り）や湖の水質調査を継続

して行いました。実施時期が例年に比べ遅れ、ヒシ種子散布期の後半での実施となりました。

●ヒシ分布制御を継続実施しているエリア内のヒシは減少傾向を示しているため、継続してヒシ刈りを実施す

ることで他の浮葉植物や沈水植物の増加が期待できます。

達古武湖自然再生事業について

手刈り刈取り位置

ﾜｲﾔｰ刈り刈取り位置

手刈り制御

ワイヤー刈り制御

制御前（手刈り） 制御後（手刈り）

制御前（ワイヤー刈り） 制御後（ワイヤー刈り）



　　今回の合同開催では、湿原再生・河川
環境再生にそれぞれ所属していない小委員
会の内容への意見や討議参加が可能となり
ました。次年度以降は、両小委員会並列型
の合同開催から、内容も合わせた合併型に
移行することとしており、更なる内容の充
実と活発な議論を行っていきます。また、
次年度は森林再生小委員会も含めた合同開
催を予定しています。
　なお、今年度は土砂流入小委員会と水循
環小委員会、地域づくり小委員会と再生普
及小委員会も合同で開催しています。

◆協議会の再編成に関して
３  湿原再生小委員会・河川環境再生小委員会の合同検討

◆湿原再生小委員会・河川環境再生小委員会の合同検討の実施

【釧路湿原自然再生での生物と環境の関係】
■合同検討テーマ

●湿原再生小委員会では、達古武湖や幌呂などでの自然再生を通して、湿原を再生することによる自然環境の
保全・再生の取組を行ってきました。河川環境再生小委員会では、茅沼やヌマオロでの旧川復元と簡易魚道
設置による魚類の生息環境復元の取組を実施しています。
●これらには「場の再生」による「生物の生息環境の変化」が共通テーマであることから、今後の合同小委員
会で扱う自然再生の方向性として共有認識とし、協議することを狙いとして実施しました。
また、同様のテーマで水循環小委員会で整理されている「冠水」と「ハンノキの生育」との関係について
も情報共有しました。

様々な環境が形成され、多様な魚種が確認された。

1-1. 場の多様性と魚類の関係について
　（茅沼地区旧川復元事業より）

1-2. 河川の連続性の回復に向けて
　（釧路川支川魚類生息環境再生事業より）

①魚類

　旧川復元によって直線化された河道に比べて川幅が狭まり、
多様な水深・流速の場が形成されました。それにより、河床地
形や河床材料も多様化し、様々な生息環境を好む魚類が生息で
きるようになりました。

　1963 年（S38）頃から 2019 年（R1）まで採卵用のサケ・マスを捕獲
するためのウライが設置されていましたが、2020 年以降はウライが設置
されなくなり、釧路川の上流域までサケが遡上して産卵しています。
　今後、支川の重要性が増してきますが、遡上障害となる落差工等があ
るため、魚道整備などを優先順位をつけて取り組んでいきます。
　落差工やサケ・マス類の産卵遡上に関する情報をお持ちの方は情報提
供をお願いします。
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種類数が増加

KP32.0

KP33.5

旧川復元区間の横断図

科種数の変化

河道幅が狭くなり、
水深が深くなった。

直線区間旧川復元区間

ウライ設置位置
（1963 年 -2019 年）

　　　　釧路川水系の支流群
↓

サケ、サクラマス、カラフトマス、
イトウ、イワナ、ウグイなど様々な魚種の
繁殖場であり、稚魚・幼魚の生育場所
（希少鳥類の採餌環境整備にもつながる）

生物多様性＆水産資源保全にとても重要な環境
（再生事業による顕著な自然増加の効果も確認）

例）サクラマス幼魚（ヤマメ）の個体数が
　　4～ 30 倍も増加

2025 年度の合併に向けた各小委員会のスケジュール

4



達古武湖自然再生事業の目標

植物群落と地下水位との関係

2-1. 達古武湖の水生植物について
　　　　　　　（達古武湖自然再生事業より）

2-2. 比高と植物の関係について
　　　　　　　（幌呂地区湿原再生事業より）

②植物

　事業実施により、増えすぎたヒシの分布制御の効果や効率的な
ヒシ刈りの方法・インターバルについて結論が得られました。
　また、これまで湖岸の広葉樹林化、湿地内の土壌除去などによ
り湖への栄養塩類の流入は減少傾向ですが、依然として富栄養化
状態であり、ヒシが繁茂する要因は除去できていない状況です。
　今後の予算不足により事業継続が困難となる可能性が生じてい
ることから、事業の優先順位や低予算で実施可能なモニタリング
手法について合同検討では意見をいただきました。

　幌呂地区では、地盤の切
下げ後に自然に形成された
凹凸によって比高差が生じ
たことで、多様な環境が創
出され、それぞれの環境に
適した湿生植物が回復して
います。
　地盤切り下げの地下水位
と植物群落の関係を整理し
た結果、地下水位が地盤下
20cm程度までの場所で湿
生環境を好むツルスゲ等の
植物が再生しており、20cm
以上では外来種のオオアワ
ダチソウが多く生育してい
ることがわかりました。

2-3. 雪裡樋門の効果について
　　　　　　　　　（水循環小委員会より）

2-4. 大規模インパクトとの関係について
　　　　　　　　　　　（水循環小委員会より）

　雪裡樋門を締切り水位を人為的に上昇させ、湿原植生への影響を
把握する試験を行いました。（湛水期間：2000 年 9月～ 2003 年 5月）
　恒常的に冠水する箇所ではハンノキの生長は抑制され、抜水後 20
年経過した 2023 年では、釧路湿原本来の植生のひとつであるツル
スゲが優占していることを確認しました。

【達古武湖自然再生事業について】
・ 達古武湖の問題としては、湖が浅くなっていることと、流入河川からの栄養塩が減少せず富栄養化が進んでいることが挙げられる。
   流入土砂のモニタリングと、流入河川の栄養塩のモニタリングであれば簡易的な手法でも継続できるのではないか。
　　
・達古武湖の湖底にあるシードバンクの期限が切れ始めている可能性がある中で、達古武湖本来の水生植物の種子を保全していく
   ことに優先して労力をかけるほうがよいのではないか。

・釧路での事例として、春採湖はかつて日本一汚い湖と言われており、ヒシがとても多かった。当時は環境配慮についての考えが
   なかったため、改善策として湖底の泥をすき取ることでヒシを除去したが、植物をとりすぎたことで魚類の産卵環境がなくなり
   多様性が乏しくなったという経緯がある。

【大規模インパクトとハンノキの関係について】
・大規模インパクトによるハンノキの減少に関して、温根内付近で減少しているという実感があったが、解析結果として傾向が見
   えてきているので、このまま検討・解析を進めていただきたい。

・ハンノキの増減について、1つの出水というイベントでのハンノキの回復・衰退の過程が良く見える結果であった。
   将来的にミズゴケが優占する高層湿原になるような長期的なトレンドのなかで、本当にハンノキが減っていくのかを知れると良い。

　2016 年 8月に発生した大規模出水後のハンノキ林の変化状
況について、衛星画像を用いた判読とUAVによる状況確認を
行いました。
近年は、一部の箇所でハンノキ林の減少が見られ、冠水日数や
地盤上昇と対応している可能性が示唆されました。

合同検討に対する議論内容

ヒシ分布制御の効果

湛水中（2002 年 10 月 19 日） 水抜き後の状況雪裡樋門

G,H,J,L

湛水範囲
ハンノキ林

UAV による現地状況確認（赤沼）

完全枯死・根元からの萌芽の
両方が混在している

※2016年の水域は出水影響により広い
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「幌呂地区湿原再生実施計画」

「達古武湖自然再生事業実施計画」

「幌呂地区湿原再生実施計画」の概要（平成24年5月）
　幌呂地区周辺では、1970年代から湿原を農地として活用するために、幌呂川の切り替え工
事や排水路の整備が行われました。その結果、地下水位の低下や冠水頻度の減少により、周
辺の湿原が乾燥化し、植生が変化しています。

　幌呂地区では、未利用農地の地盤切り下げ、未利用排水路の埋め戻しを行い、地下水位を
地表面に近づけて、湿生環境の復元を図ります。

「達古武湖自然再生実施計画」の概要（平成25年2月）
　達古武湖には、かつて多様な水生植物が生育していましたが、周辺環境の変化により湖の
水質が変化し、アオコやヒシが繁茂して生物の多様性が損なわれています。

　繁茂したヒシを除去したり、湖に流入するリンや窒素などを抑えることで環境の改善に取
り組んでいきます。

●毎年10月中旬～11月初旬に釧路湿原自然再生協議会の 
　委員を募集しています。

●どなたでも参加でき、興味のある小委員会に参加して
　いただけます。

～ 委員を募集しています ～


